
移行性防錆技術（特許登録済みMCI技術）による、 

 

鉄筋コンクリート及び石造建築物の補修、回復、復旧システム 



 

高濃度MCIを利用した超耐久性補修システム 
 

剥落した鉄筋コンクリート建造物、及びその表面の補修に適した、耐久性のある多機能・融和型 

防錆システム。   VHDRSシステムは埋設した鉄筋にMCI（移行性防錆剤）の分子濃度を最大値

にし吸着させ、防錆効果を強化、維持する最新のシステムです。 

MCIの基本概念 
コンクリートに浸透するMCIの基本機能は非常に単純です。 

MCI分子の浸透・移行プロセスは気相でも液相でも、拡散・移

行する事に特徴があります。  コンクリート中のほんの小さな

気泡・間隙を通し、金属の陽極・陰極でも探しだし、移行する事

が出来ます。 毛細管現象等の物理的吸着機能により金属表

面に分子保護被膜を形成します、この原理によりMCIは重度

の錆及びスケールの着いた鉄筋を、進行する錆から強力に保

護する事が出来る訳です。 

剥落部のはぎ取り 
 

補修の最初のステップと

しコンクリート部分のはつ

りをします。 

鉄筋保護の為、コンクリ

ートの中へ 
コーテックのMCIが浸透

する。 鉄筋に向かい、か

なりの距離MCIが拡散し

ます。 

MCIが錆の増加を保護抑

制します。 
MCIが鉄筋に達すると、表

面に薄い保護膜を形成し

ます。 この現象により、コン

クリート中の酸素及び塩素

と鉄筋間の化学反応を阻

止し、錆の増大を防ぎます。 

VHDRSの応用シークエンス 

ステップ１． 基礎準備 
剥落、欠落、変質したコンクリートを注意深く砕き、 

取り除きます。     鉄筋が露出していた場合は、高

圧水やサンドブラスト、ワイヤーブラシ、又VCI-４２

１、VCI-４２３等で錆をまず取り除きます。 



 

ステップ２． 製品-MCI-２０２３ 
MCI-２０２３は、MCI成分を含んだ保護、不動態膜を形成し、且つ 

防錆性能合わせ持つグロウト製剤です。  鉄筋等の錆を排除後、 

MCI-２０２３を露出した鉄筋や金属の表面にブラシで塗布します。 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ３． 製品-MCI-２０２０ 
MCI-２０２０は、鉄筋を探しだし、その表面に密着する、コンクリー

ト中を移行するよう組成された話題の防錆剤です。 MCI-２０２０

をコンクリート中に浸透するまで、表面に低圧スプレーかブラシ等で

塗布します。 MCI-２０２０を塗布後ステップ４，５に移ります。 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ４． 製品 MCI-２０３９ 
MCI-２０３９はファイバー強化複合（液状/可塑剤混合）セメントで、

卓越した接着機能を持っています。  MCI-２０３９を堅めのブラ

シで２－４kg/ｍ２あて塗布します。 MCI-２０３９の薄い膜はもろ

い部分とMCI-２０２０を包み込む橋渡しの役目を担います。  MCI

-２０３９は又接する面に優れた接着性を付与します。  

MCI-２０３９はMCI-２０２０の塗布後、直ちに施工します。 
 

 

 

 

ステップ５ａ． 製品 MCI-２０３９ 
MCI-２０３９は流度特性を持ち、非収縮で、高接着性を持つチクソト

ロピックなモルタルです。  二酸化炭素や塩素・硫酸の浸入に対し高

い耐性を持っています。 機械特性も高く（５０MＰr、７２５０ psi）

低弾力性モデュラス（20,000MPr、2,900 kpsi）です。  

MCI-２０３９を補修部分に塗布しこて塗りします。  

MCI-２０３９は１０mmから最大６１mmまで厚塗りが出来ます。 

MCI-２０３９はそのチクソトロピック性と接着性能により、短時間

に、垂直面にでも多層塗りが可能です。 

 
 

 

 

 

 

ステップ５ｂ． 製品 MCI-２０３８ 
MCI-２０３８はMCI-２０３９と同様の性能を持っていますが、粒子

が細かくモルタルの表面仕上げにも使用出来ます。   

MCI-２０３８は薄いモルタル塗りの部分や滑らかな表面が要求され

る所への使用をお薦めします。  

塗り厚は１mmから５０mmぐらいです。 

MCI-２０３８はウエット養生や養生剤を併用する必要ありません。 

非収縮タイプで、接着性能が高く、機械特性にも優れています。（３

０MPr、４，３５０psi）弾力モデュラスも非常に低く押さえています

。 （９，０００MPｒ、１，３０５psi）  



ステップ６． 製品 VCI-386 

VCI-386は表面ｺｰﾄ用で、水溶性のアクリルベースです。  

透明色或いは各種色があり、水蒸気透過性がありながら、２酸化炭素の 

浸入を防ぎます。  耐紫外線性能があり、工場等の排ガスや海浜地帯や過

酷な気候にも耐えられる特性を持っています。 VCI-386はMCI製品との相性

も良く、上塗り仕上げ用に ３．９㎡/リッター塗布します。 

施工が簡単、経済的、効果的なVHDRSシステム 

 
１）剥落したコンクリートの下準備。  ２） セメントタイプのMCI-２０２３を鉄筋に塗布．   ３） MCI-2020の塗布。MCI-

２０３９リペアーモルタル（水と混合し）をブラシにて塗布。 ５ａ） MCI-２０３９をリペアーモルタルに混合し、スプレー等で

塗布）。 ５ｂ） 表面ｺｰﾄ用MCI-２０３８モルタルをこて等で上塗り。 ６） VCI-386を最終仕上げ、保護膜として塗布。 

現場での施工 

限定責任範囲  
ここに記述した内容,技術情報･薦めた使用法はコーテック社の信頼すべきと信ずる事前テストに基づいた物では在るが,その精度･完成度に付いて

保証はし無い。 コーテック社は到着した貨物に付いては無限責任を問われ無いものとする。 但し商品が欠陥品で在ると証明された時は,その商品

をコーテック社は交換する義務を負うものとする。 交換品を要求するには,商品の到着から６ヶ月以内にコーテック社に申し立てをしなければならな

い。 その際の交換品の輸送にかかる経費は申立人の負担とする。 

コーテック社は製品の使用にかかる傷害,欠損,被害,また製品の不可使用に付いてもその責を問われないものとする。 製品の使用に際し、使用者

は目的に合った製品番手を事前に自ら確認,決定しなければならない。且つそれに関わるいづれの危険回避負担は使用者に帰するものとする。 こ

こに述べた説明及び使用法･推薦は何れもコーテック社の各責任者の署名無しには何ら強制力･影響力を持たない物とする。  前述の責任･責任

範囲は固有の物で、他の全ての暗示的･法的責任,及び他の販売･使用目的の適切さに係る無限の言外の責任等に優先する。 コーテック社は偶発

的･結果的被害ついて、何れの場合もにその責任を問われないものとする。 
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